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今
年
の
新
成
人
対
象
者
は
平
成
10
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
８
７
２
人
（
男
性
４
３

０
人
、
女
性
４
４
２
人
）
で
、
こ
の
う

ち
６
２
５
人
が
成
人
式
に
出
席
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
長
谷
部
市
長
が
「
今
日

の
感
激
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
の
自

覚
と
誇
り
を
持
ち
、
自
ら
の
目
標
に
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
た
ち
を

激
励
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
新
成
人
を
代
表
し
て

齊
藤
南
都
さ
ん
（
石
脇
）
が
「
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
両
親
を
は
じ
め

と
す
る
先
生
方
、
友
人
に
助
け
ら
れ
て

き
た
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
は
自
覚
と
責

任
を
持
っ
て
、
自
分
自
身
が
周
囲
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
よ
り
一
層
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
20
歳
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
市
か
ら
新
成
人
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に
市
歌
を
声
高
ら

か
に
斉
唱
し
て
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　
式
典
後
に
は
新
成
人
実
行
委
員
会
が

企
画
し
た
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
が
開

か
れ
、
中
学
校
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
や
大
内
地
域
の
新
沢
八
幡
神
社
新

沢
番
楽
に
よ
る
獅
子
舞
演
舞
が
披
露
さ

れ
、
出
席
者
は
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

　
次
の
窓
口
で
市
か
ら
の
記
念
品

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
本
荘
地
域
の
方
　
本
荘
教
育
学

　
習
課
（
カ
ダ
ー
レ
２
階
事
務
室
）

○
各
地
域
の
方
　
各
教
育
学
習
課

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
☎
32―

１
３
３
２

決意を述べる齊藤さん

式辞を述べる長谷部市長

祝
成
人

　
　
20
歳
の
門
出
祝
う

平成31年２月１日号　広報ゆりほんじょう 2

輝
か
し
い
未
来
へ

成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
へ

大人の第一歩を

踏み出す

友人との再会に笑顔

　
市
成
人
式
が
１
月
13
日
に

市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
で

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
出
席
し

た
新
成
人
た
ち
は
、
華
や
か

な
振
り
袖
や
は
か
ま
、
真
新

し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

友
人
と
と
も
に
20
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
成
人
式
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本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
20

年
間
の
中
で
、
両
親
や
先
生
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
度
は
私
た
ち
が
支
え
て

い
く
側
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
番

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
一
人
前
の
大
人
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

高瀬　陽介 さん
　　　　  （西目町沼田）

西目

　
本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ

た
家
族
や
友
人
、
先
生
方
、
地
域

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
世
話
に
な

っ
た
地
元
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
に
大
人
と
し
て
の
自
覚
や
責
任

感
を
持
っ
て
、
日
々
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠藤　　薫 さん
　　　　  （東由利舘合）

東由利

　
今
ま
で
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、

助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

十
歳
に
な
り
、
大
人
と
し
て
の
一

歩
を
よ
う
や
く
踏
み
出
せ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
今
ま
で
以
上
の
責
任
が

求
め
ら
れ
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
、
関
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤原　優人 さん
　　　　　　　  （葛岡）

大内

　
本
日
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

成
人
に
な
っ
た
こ
と
で
で
き
る
こ

と
は
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
一

つ
一
つ
に
も
大
き
な
責
任
が
伴
う

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
日

々
生
活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
生
き
る
う
え
で
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。

村上　　萌 さん
　　　  （鳥海町中直根）

鳥海

　
今
ま
で
、
家
族
や
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
今
の
私
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
人
生
こ

れ
か
ら
な
の
で
私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

庄司　光輝 さん
　　　　　　　  （飯沢）

由利

　
本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
も
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
仲
間
、

恩
師
、
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
そ
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か

ら
自
分
の
夢
を
か
な
え
、
地
域
に

貢
献
し
て
恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
成
長
で
き

る
１
年
に
し
た
い
で
す
。

齊藤　由好 さん
　　　　　　　  （石脇）

本荘

　
私
は
今
ま
で
家
族
を
含
め
た
く

さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
成

人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
20
年
間
に
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
経
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
で

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
多

く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
、
こ

れ
か
ら
も
大
人
と
し
て
日
々
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉田　結人 さん
　　　　  （岩城内道川）

岩城

　
本
日
、
無
事
に
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
私
を
見

守
り
、
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
皆

さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
が

言
い
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
二
十
歳
と
い
う
節

目
に
さ
ま
ざ
ま
な
心
境
が
あ
り
ま

す
が
、
責
任
を
持
ち
、
自
分
の
道

を
自
分
で
決
め
て
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

村上　真琴 さん
　　　  （矢島町七日町）

矢島

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責

任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
。

　国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の

生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　具
体
的
に
は
、
若
い
と
き

に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険

料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、

年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

学
生
納
付
特
例
制
度
と

納
付
猶
予
制
度

将
来
の
大
き
な

　
　支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
申
請
に
は

学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
原
本
）
が
必
要
で
す
。

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金

は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（
「
子
の

あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」
）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※

各
制
度
の
申
請
は
市
民
課
、

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
受

　
け
付
け
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　
市
民
課
　
☎
24̶

６
２
４
５

　
本
荘
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
24̶

１
１
１
１

国
民
年
金

新
成
人
の
声

二
十
歳
の
誓
い
インタビュービューinterview

問
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市
消
防
出
初
め
式

市
消
防
出
初
め
式

市
消
防
出
初
め
式

１
年
の
無
火
災
無
災
害
を
願
い

　
防
火
意
識
の
普
及
と
消
防
関
係

者
の
士
気
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

市
消
防
出
初
め
式
が
１
月
５
日
に

市
役
所
前
通
り
で
行
わ
れ
、
消
防

団
員
や
消
防
職
員
な
ど
約
８
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
く
す
玉
割
り
や
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
た
後
、
長
谷
部
市

長
、
周
防
消
防
団
長
の
観
閲
の
も

と
、
内
越
保
育
園
の
園
児
を
先
頭

に
各
分
団
の
消
防
団
員
な
ど
が
分

列
行
進
を
し
て
１
年
の
無
火
災
無

災
害
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
者
や
顕

著
な
活
躍
が
あ
っ
た
団
員
・
分
団

を
表
彰
。
長
谷
部
市
長
は
「
地
域

の
防
火
、
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、

昼
夜
を
問
わ
な
い
献
身
的
な
活
動

に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
尽
力
し
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
周
防
消
防
団
長
は
「
団

員
一
丸
と
な
っ
て
、
頼
り
に
さ
れ

る
消
防
団
と
な
る
べ
く
日
頃
の
訓

練
に
励
み
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

処
で
き
る
知
識
と
技
術
の
習
得
に

努
め
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

永
年
勤
続
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
・
敬
称
略
）

有
功
章

有
馬
祐
平
（
本
荘
分
団
本
部
　
部
長
）
、
鈴
木
研
（
本
荘
分
団
第
２
部
本

部
　
部
長
）
、
菅
原
英
雄
（
本
荘
分
団
第
３
部
本
部
　
部
長
）
、
佐
々
木

純
一
（
本
荘
分
団
第
６
部
第
３
班
　
団
員
）
、
遠
藤
勇
喜
（
本
荘
分
団
第

６
部
第
３
班
　
団
員
）
、
佐
々
木
幸
夫
（
本
荘
分
団
第
７
部
第
１
班
　
班

長
）
、
坂
田
充
（
矢
島
分
団
本
部
　
分
団
長
）
、
茂
木
和
也
（
矢
島
分
団

本
部
　
部
長
）
、
山
田
憲
和
（
矢
島
分
団
第
１
部
本
部
　
部
長
）
、
進
藤

秋
也
（
岩
城
分
団
第
２
部
本
部
　
部
長
）
、
吉
田
誠
一
（
岩
城
分
団
第
５

部
本
部
　
部
長
）
、
今
野
公
雄
（
岩
城
分
団
第
５
部
本
部
　
部
長
）
、
伊

東
純
一
（
由
利
分
団
第
２
部
第
１
班
　
班
長
）
、
石
井
忠
幸
（
大
内
分
団

第
２
部
本
部
　
部
長
）
、斉
藤
清
和
（
大
内
分
団
第
１
部
第
１
班
　
班
長
）、

小
野
昭
美
（
東
由
利
分
団
第
３
部
本
部
　
部
長
）
、
小
野
弘
喜
（
東
由
利

分
団
第
３
部
第
２
班
　
班
長
）
、
三
浦
実
（
西
目
分
団
本
部
　
部
長
）
、

大
場
太
喜
夫
（
鳥
海
分
団
第
４
部
本
部
　
部
長
）
、
小
松
勝
（
鳥
海
分
団

第
６
部
本
部
　
部
長
）

永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）

遠
藤
満
博
（
本
荘
分
団
本
部
　
分
団
長
）
、
那
須
繁
夫
（
岩
城
分
団
第
１

部
第
１
班
　
団
員
）
、
大
友
初
美
（
鳥
海
分
団
第
５
部
第
２
班
　
団
員
）

永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）

小
松
富
男
（
本
荘
分
団
第
５
部
第
７
班
　
団
員
）
、
金
森
久
雄
（
岩
城
分

団
本
部
　
副
分
団
長
）、 

加
藤
春
雄
（
岩
城
分
団
第
１
部
第
１
班
　
団
員
）、

東
海
林
優
（
大
内
分
団
本
部
　
分
団
長
）
、
齊
藤
鎭
信
（
大
内
分
団
第
３

部
第
２
班
　
班
長
）
、
阿
部
寿
夫
（
東
由
利
分
団
第
５
部
第
１
班
　
団
員
）、

佐
々
木
良
一
（
西
目
分
団
本
部
　
副
分
団
長
）
、
佐
藤
利
市
（
鳥
海
分
団

本
部
　
副
分
団
長
）
、
佐
藤
奥
之
（
鳥
海
分
団
第
１
部
第
２
班
　
団
員
）
、

佐
藤
邦
幸
（
鳥
海
分
団
第
２
部
第
２
班
　
団
員
）

永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

今
野
稔
（
本
荘
分
団
本
部
　
部
長
）
、
岡
本
善
広
（
本
荘
分
団
第
３
部
本

部
　
部
長
）、
小
松
繁
（
本
荘
分
団
第
４
部
本
部
　
部
長
）、
渡
辺
淳
（
本

荘
分
団
第
４
部
第
１
班
　
班
長
）
、
渋
谷
淳
（
本
荘
分
団
第
４
部
第
１
班

　
団
員
）、
小
川
一
彦
（
本
荘
分
団
第
５
部
本
部
　
部
長
）、
小
川
均
（
本

荘
分
団
第
７
部
第
７
班
　
班
長
）、
塚
田
達
嗣
（
岩
城
分
団
本
部
　
部
長
）、

矢
野
和
博
（
岩
城
分
団
第
１
部
第
１
班
　
班
長
）
、
戸
賀
瀬
利
昭
（
岩
城

分
団
第
２
部
第
１
班
　
班
長
）
、
佐
々
木
巧
（
岩
城
分
団
第
５
部
第
３
班

　
団
員
）
、
今
野
一
夫
（
岩
城
分
団
第
６
部
本
部
　
部
長
）
、 

阿
部
一
彦

（
由
利
分
団
本
部
　
分
団
長
）
、
佐
々
木
善
永
（
東
由
利
分
団
本
部
　
副

分
団
長
）
、
遠
藤
勝
（
東
由
利
分
団
本
部
　
部
長
）
、
斎
藤
眞
一
（
東
由

利
分
団
第
１
部
第
１
班
　
団
員
）
、
遠
藤
茂
（
東
由
利
分
団
第
４
部
第
１

班
　
団
員
）
、
村
上
康
浩
（
鳥
海
分
団
本
部
　
部
長
）
、
佐
藤
晴
廣
（
鳥

海
分
団
第
３
部
第
１
班
　
団
員
）
、
佐
藤
充
（
鳥
海
分
団
第
３
部
第
１
班

　
団
員
）
、
三
船
喜
惣
栄
（
鳥
海
分
団
第
３
部
第
１
班
　
団
員
）
、
佐
藤

忠
（
鳥
海
分
団
第
３
部
第
１
班
　
団
員
）
、
大
場
幸
己
（
鳥
海
分
団
第
４

部
第
２
班
　
団
員
）
、
佐
藤
稔
（
鳥
海
分
団
第
６
部
第
１
班
　
団
員
）
、

佐
藤
隆
康
（
鳥
海
分
団
第
６
部
第
１
班
　
団
員
）
、
土
田
勇
雄
（
鳥
海
分

団
第
６
部
第
１
班
　
団
員
）

無
火
災
表
彰
（
分
団
：
１
年
）

由
利
分
団
、
大
内
分
団

無
火
災
表
彰
（
部
：
３
年
）

矢
島
分
団
第
２
部
、
矢
島
分
団
第
３
部
、
岩
城
分
団
第
３
部
、
由
利
分
団

第
６
部
、
東
由
利
分
団
第
１
部
、
東
由
利
分
団
第
２
部
、
西
目
分
団
第
４

部

【入団の相談・問い合わせ先】　消防本部総務課　☎２２－４２８２　または各消防団（各総合支所市民サービス課）

力強く行進する消防団員

分列行進を観閲する
周防消防団長と長谷部市長

ちびっこ消防団も元気に行進

団員や分団を表彰

表
彰
　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

かなめ
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若
衆
が
威
勢
よ
く
参
道
を
駆
け
上
が
る

新
山
神
社
裸
ま
い
り

　
石
脇
地
区
に
伝
わ
る
「
新
山

神
社
裸
ま
い
り
」
が
１
月
20
日

に
新
山
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
ま

子
牛
の
初
競
り
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト

あ
き
た
総
合
家
畜
市
場

市
内
中
学
生
の
活
躍
を
紹
介

平
成
30
年
度
「
学
ぶ
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
市
内
の
中
学
生
が
自
ら
の
活

動
や
活
躍
を
紹
介
す
る
「
学
ぶ

ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
１
月
10
日

に
カ
ダ
ー
レ
で
開
催
さ
れ
、
小

・
中
学
校
の
教
職
員
や
一
般
市

民
な
ど
が
生
徒
た
ち
の
発
表
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
学
区
内

で
独
自
の
ジ
オ
サ
イ
ト
発
掘
活

動
を
行
う
鳥
海
中
学
校
の
「
鳥

中
ジ
オ
サ
イ
ト
発
掘
隊
」
の
活

動
紹
介
や
、
市
内
10
中
学
校
の

代
表
生
徒
に
よ
る
「
由
利
本
荘

市
・
箕
面
市
中
学
生
交
流
」
の

報
告
、
西
目
中
学
校
科
学
部
と

大
内
中
学
校
科
学
部
に
よ
る
研

究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど

の
発
表
で
も
生
徒
た
ち
の
意
欲

的
な
学
び
の
様
子
が
個
性
豊
か

に
表
現
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

が
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
発
表
の
後
に
は
、
東
由
利
地

域
出
身
で
大
阪
大
学
名
誉
教
授

の
小
松
満
男
さ
ん
が
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
小
松
さ
ん
は
、
身

近
な
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
根

気
強
く
研
究
を
進
め
る
本
市
中

学
校
科
学
部
の
活
動
を
た
た
え

た
一
方
で
、
身
の
回
り
に
あ
る

根
拠
の
な
い
「
エ
セ
科
学
」
に

世
の
中
の
多
く
の
人
が
踊
ら
さ

れ
て
い
る
事
例
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
て
紹
介
し
な
が
ら
、
科
学

を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
て

も
ら
え
た
ら
と
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　
県
産
黒
毛
和
牛
の
子
牛
の
初

競
り
が
１
月
８
日
、
あ
き
た
総

合
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
競
り
に
は
県
内
の
繁
殖
農

家
が
３
１
３
頭
を
上
場
。
こ
の

う
ち
３
０
７
頭
が
県
内
外
か
ら

訪
れ
た
購
買
者
に
競
り
落
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
最
高
取
引
価
格
は

大
仙
市
の
繁
殖
農
家
が
上
場
し

た
雌
牛
で
１
２
０
万
７
４
４
０

円
。
平
均
取
引
価
格
は
77
万
４

０
７
５
円
と
、
昨
年
の
初
競
り

を
３
万
円
余
り
上
回
る
順
調
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
由
利
本
荘
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
の
た
め
、
秋
田
由
利

牛
の
振
興
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
、
今
後
も
繁
殖
素
牛
の
増
頭

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

し
た
。

　
裸
ま
い
り
は
修
験
山
伏
の
荒

行
が
形
を
変
え
た
も
の
と
い
わ

れ
、
水
ご
り
で
体
を
清
め
た
若

衆
た
ち
が
、
白
鉢
巻
き
に
白
腹

巻
き
、
白
足
袋
に
わ
ら
じ
姿
で

酒
や
餅
、
魚
な
ど
を
担
ぎ
「
ジ

ョ
ヤ
サ
、
ジ
ョ
ヤ
サ
」
の
力
強

い
掛
け
声
で
山
頂
に
あ
る
新
山

８
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

新
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女
子
）

　
秋
田
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
冬
季
交
歓
大
会
が
１
月
５

日
か
ら
８
日
に
か
け
て
秋
田
市

の
Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
★
あ
き
た

で
開
催
さ
れ
、
新
山
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
女
子
）
が
８
年
ぶ
り
２
回

目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
監
督
や
選
手
な
ど
18
人
は
１

月
16
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
長

谷
部
市
長
に
結
果
を
報
告
。
主

将
の
山
本
亜
季
さ
ん
（
６
年
）

は
「
県
大
会
で
は
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
試
合
が
で
き
た
の
で

良
か
っ
た
。
全
国
大
会
で
も
県

大
会
と
同
じ
よ
う
に
走
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
し
て
、
３
試
合
と
も

勝
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
秋
田

県
代
表
と
し
て
、
３
月
28
日
か

ら
群
馬
県
高
崎
市
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

講演する小松さん

発表する中学生

神
社
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
は

８
町
内
、
１
事
業
所
の
約
２
２

０
人
が
威
勢
よ
く
参
道
を
駆
け

上
が
り
ま
し
た
。

　
本
殿
に
到
着
し
た
若
衆
は
供

え
物
を
奉
納
し
、
五
穀
豊
穣
や

家
内
安
全
な
ど
を
祈
願
。
お
は

ら
い
を
受
け
た
餅
や
ミ
カ
ン
を

境
内
に
ま
く
と
、
祈
願
成
就
に

あ
や
か
ろ
う
と
訪
れ
た
見
物
客

か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し

た
。

本
荘
菖
蒲
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
い
そ
じ
大
会
県
予
選
で
優
勝

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
第
30

回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
い
そ
じ
大
会
秋
田
県
予
選
で

本
荘
菖
蒲
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
、

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
の
代
表
な
ど
４
人
は

12
月
25
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

長
谷
部
市
長
に
優
勝
を
報
告
。

主
将
の
渡
部
あ
ゆ
子
さ
ん
（
53

歳
・
神
沢
）
は
「
県
大
会
は
相

手
も
熟
練
者
ぞ
ろ
い
で
な
か
な

か
得
点
が
入
ら
な
か
っ
た
が
、

体
力
勝
負
で
負
け
な
か
っ
た
。

全
国
大
会
で
も
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
３
月
15
日
か
ら

山
梨
県
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
挑
み
ま
す
。

松
田
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰

地
域
文
化
の
振
興
に
尽
力

　
地
域
文
化
の
振
興
に
尽
力
し

た
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

松
田
訓
さ
ん
（
80
歳
・
鳥
海
町

上
川
内
）
が
文
部
科
学
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
田
さ
ん
は
本
海
獅
子
舞
番

楽
「
平
根
講
中
」
の
舞
手
と
し

て
活
躍
。
そ
の
後
師
匠
と
し
て

後
継
者
の
育
成
と
指
導
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
、
本
海
獅
子
舞

番
楽
伝
承
者
協
議
会
の
会
長
と

し
て
、
文
化
財
の
保
護
と
保
存

伝
承
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。

　
松
田
さ
ん
は
「
昔
の
師
匠
さ

ん
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
原
点
と
し
て

伝
承
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

各
講
中
の
頑
張
り
と
多
く
の
方

の
支
援
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

秋
田
ヤ
ン
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

北
日
本
支
部
予
選
で
優
勝
、
全
国
大
会
へ

　
12
月
に
行
わ
れ
た
「
第
27
回

ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
春
季
大
会
北
日

本
支
部
予
選
」
で
、
本
市
中
学

生
９
人
が
所
属
す
る
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
「
秋
田
ヤ
ン
グ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
が
優
勝
を
果

た
し
、
３
月
23
日
か
ら
岡
山
県

倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　
監
督
や
選
手
な
ど
８
人
は
１

月
７
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
長

谷
部
市
長
に
結
果
を
報
告
。
主

将
の
小
杉
晟
君
（
本
荘
東
中
２

年
）
は
「
全
国
大
会
で
自
分
た

ち
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
一

人
一
人
が
気
持
ち
と
技
術
を
高

め
、
勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま

し
た
。
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市の臨時職員を募集します
※教育委員会以外の募集は、本紙２月15日号でお知らせします。  
　　　問い合わせ先　教育総務課　☎３２－１３０６

４月１日から雇用する嘱託・臨時職員の募集概要をお知らせします。詳しくはハローワークに備え付けの募集要項で
ご確認ください。（特に記載のないものは臨時職員。重複しての応募はできません）
受付期間　２月１日㈮から２月８日㈮までの平日８時半～17時15分
応募方法　ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書を教育総務課（西目総合支所２階）に提出してください。
※応募資格に「普通自動車免許」とある場合は、取得後１年以上の運転経験が必要です。

職　種 主な勤務内容 募集人数 施設名・勤務地 勤務時間など 応募資格 雇用期間
・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
　必須
・危険物取扱者乙種４類免許を所有し、
　刈り払い機の使用経験があることが望
　ましい

週５日勤務（38時間45分）
市内小中学校

学校校務員

校内外の環境整備（軽微な修
繕、清掃、草刈りほか）・外勤
など

校内用務（印刷、清掃をはじ
めとした環境整備、接客など
の雑務）など

学校給食の受け取り、食器・
機材の片付け、牛乳・パンな
どの検品など

公民館所管事務の事務補助
など

施設の保守維持管理・環境
整備など

学校給食の栄養士業務（給食
事務補助など）

善隣館利用者受け付け・施
設管理

日直・夜間勤務
（アルバイト）

通常学級に在籍する特別な
支援を必要とする児童生徒
の生活支援
通常学級に在籍する特別な
支援を必要とする児童生徒
の学習・生活支援

学校図書館業務（貸し出し、
図書整備、レファレンスサー
ビスなど）の支援・補助など

特別支援教育に関する就学
相談および通級指導、各地域
の特別支援教育のコーディ
ネートを行うための関係機
関との連携、調整など

学校または給食センターで
の給食調理業務など

給食調理業務および西目幼
・西目中への給食運搬業務

学校栄養士（非常勤）

就学支援員（嘱託）

学校司書（嘱託）

学校生活サポート
【学習支援】（嘱託）

学校生活サポート
【生活支援】（嘱託）

施設管理員
／施設作業員

事務補助員

給食調理員補助

給食調理員
（調理および運転業務）

給食調理員

1 人

1人

3人

8人

1人

1人

2人

1人

1人

1人

1人

14人

7人

7人

1人

由利コミュニティセンター
「善隣館」

市内小中学校の
いずれか複数校

学校教育課

市内小中学校

鳥海教育学習課所管施設

由利教育学習課所管施設

東由利教育学習課所管施設
（体育施設管理）

岩城教育学習課所管施設

西目公民館
（西目教育学習課）

岩城小学校

西目学校給食センター

夜間勤務　17時15分～21時15分 
日直勤務（土日祝日）
　　　　　８時30分～21時15分
※２人体制で１日交替勤務

週２～３日
（１日７時間45分。年間120日程度）

週５日勤務
（29時間。年間240日以内）

週５日勤務
（28時間45分。年間200日以内）

週５日勤務
（29時間。年間185日以内）

週５日勤務
（29時間。年間185日以内）

週５日勤務（38時間45分）

週５日勤務（20時間）

・栄養士資格必須
・業務経験者であることが望ましい

・普通自動車運転免許必須

・普通自動車運転免許必須
・ワード、エクセルなどパソコン操作が
　できること

・普通自動車運転免許必須
・教員免許必須

・普通自動車運転免許必須

・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
　必須
・刈り払い機および歩行型除雪機の使用
　経験があることが望ましい
・大型自動車運転免許を取得しているこ
　とが望ましい

・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
　必須
・危険物取扱者乙種４類免許を所有し、
　刈り払い機の使用経験があることが望
　ましい

・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
　必須
・刈り払い機の使用経験があることが望
　ましい

・普通自動車運転免許必須
・ワード、エクセルなどパソコン操作が
　できることが望ましい

・調理業務経験があることが望ましい

・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）
　必須
・調理業務経験があることが望ましい

・調理業務経験があることが望ましい

・普通自動車運転免許必須

４月１日から
　　　１年間
※2020年4月
以降について
は、選考の上、
任用になる場
合があります。

４月１日から
　　６カ月間
（最長1年まで
　　　更新可）
※2020年4月
以降について
は、選考の上、
任用になる場
合があります。

 12月1日
 愛Ｂリーグ北海道・東北支部会議in由利本荘

  レセプション会費（○代 商工観光部長） 5,000

 2日
 竜巻一区町内会創立50周年記念式典祝賀会

  会費（○代 阿部副市長） 2,000

 6日
 あきたシャポンと比内地鶏を食す会会費

  （○代 企業管理者） 6,000

  本荘あきぎん会総会懇親会会費（○代 九嶋副市長） 5,000
 8日 齋藤作圓氏秋田県文化功労章受章祝賀会会費 6,000
 10日 市まちづくり協議会連絡会議懇親会会費 3,000

 13日
 由利地域観光振興会総会懇親会会費

  （○代 観光文化振興課長） 4,000

 15日
 川内地区行政協力員連絡協議会行政懇談会

  懇親会会費 
2,000

 16日
 田口憲一氏瑞宝単光章受章記念祝賀会会費

  （○代 阿部副市長） 10,000

 22日
 石脇地区行政懇談会懇親会へ寸志

  （○代 阿部副市長） 3,480

 
23日 齊藤貞雄氏瑞宝単光章受章記念祝賀会会費 10,000

  国内友好都市等へ特産品送付 47,358
  合　計   103,838

 12月2日㈰ 日本体育大学体育研究発表実演会秋田大会
  3日㈪ 五役会議
  6日㈭ 市議会定例会本会議（一般質問）
  7日㈮ 市議会定例会本会議（一般質問）
  8日㈯ 齋藤作圓氏 秋田県文化功労章受章祝賀会

  10日㈪
 五役会議

   市まちづくり協議会連絡会議・懇親会
  12日㈬ 石脇財産区山林祭
  15日㈯ 川内地区行政協力員連絡協議会行政懇談会・懇親会
  17日㈪ 五役・部長・支所長会議

  18日㈫
 市議会定例会本会議（閉会）

   市議会全員協議会
  19日㈬ 東海林秋夫氏 厚生労働大臣表彰伝達式

  20日㈭
 県市長会永年勤続表彰伝達式

   石脇財産区議会定例会
  23日㈰ 齊藤貞雄氏 瑞宝単光章受章記念祝賀会

  25日㈫
 本荘由利地域定住自立圏形成協定締結式

   本荘由利広域市町村圏組合議会定例会
  26日㈬ 

総合支所 訓辞  ・27日㈭
   仕事納め訓辞
  28日㈮ 五役・部長・支所長会議
   市内あいさつ廻り

◆「市長の行動」報告（12月分）
　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

支出額支出日 支　　出　　内　　容
（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

 12月3日 ＩｏＴ公開セミナー懇親会会費
  （九嶋副市長出席） 

5,000

 8日 齋藤作圓氏秋田県文化功労章受章祝賀会
  会費（阿部副市長出席） 

6,000

　合　計   11,000

副市長交際費執行状況

支出額支　　出　　内　　容支出日

（円）

◆市長交際費の報告 ○代：代理出席
（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

件　　　数
 合　計

支出額
75,0002　件

４月１日から
　　６カ月間
　（更新可）
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税
「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す
　〜
税
の
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に
〜

1
　
「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す
。

「
総
合
支
所
だ
よ
り
」
な
ど
で
各

地
域
ご
と
の
申
告
日
程
を
ご
確
認

の
上
、
最
寄
り
の
会
場
で
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

※

本
荘
地
域
の
申
告
会
場
は
、
従

来
の
鶴
舞
会
館
か
ら
広
域
行
政
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）
３
階
学
習

ホ
ー
ル
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

次
の
方
は
申
告
が
【
不
要
】
で
す

○
所
得
が
全
く
な
か
っ
た
方
で
、

　
市
内
の
親
族
の
扶
養
と
な
っ
て

　
い
た
方

○
平
成
30
年
中
の
所
得
が
給
与
だ

　
け
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を

　
終
え
、
「
給
与
支
払
報
告
書
」

　
が
市
（
税
務
課
）
に
提
出
さ
れ

　
た
方

○
平
成
30
年
中
の
所
得
が
公
的
年

　
金
な
ど
だ
け
で
、
受
給
額
の
合

　
計
が
４
０
０
万
円
以
下
の
方

※

申
告
が
不
要
の
給
与
・
年
金
所

得
者
の
方
で
も
、
医
療
費
控
除
や

扶
養
控
除
な
ど
を
追
加
・
変
更
す

る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。
確

定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
方
は
申
告
が
【
必
要
】
で
す

　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

①
事
業
者
な
ど

○
平
成
30
年
中
に
営
業
や
農
業
、

　
そ
の
他
の
事
業
を
営
ん
だ
方
、

　
も
し
く
は
不
動
産
所
得
や
雑
所

　
得
、
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
な

　
ど
が
あ
っ
た
方

※
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必

要
で
す
。

②
給
与
所
得
者

○
給
与
以
外
に
農
業
所
得
や
不
動

　
産
所
得
な
ど
、
他
の
所
得
が
あ

　
っ
た
方

○
平
成
30
年
中
の
就
職
や
退
職
な

　
ど
に
よ
り
、
２
カ
所
以
上
の
事

　
業
所
か
ら
給
与
を
受
け
、
年
末

　
調
整
を
し
て
い
な
い
方

○
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

　
え
る
方

○
１
月
31
日
ま
で
に
勤
務
先
の
事

　
業
所
か
ら
市
（
税
務
課
）
に

　
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出

　
さ
れ
な
か
っ
た
方

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者

○
受
給
合
計
額
が
４
０
０
万
円
を

　
超
え
る
方

○
公
的
年
金
以
外
に
農
業
所
得
や

　
不
動
産
所
得
な
ど
、
他
の
所
得

　
が
あ
っ
た
方

④
所
得
が
な
か
っ
た
方

　
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
、
申

告
の
有
無
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
の
軽
減
判
定
や
福
祉
・
国

民
年
金
の
各
種
申
請
な
ど
に
影
響

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
が

必
要
か
ど
う
か
は
税
務
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
各
種
控
除
を
申
告
し
た
い
方

○
前
述
の
①
〜
④
に
該
当
し
な
い

　
場
合
で
雑
損
控
除
や
医
療
費
控

　
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命

　
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控

　
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

　
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

※

医
療
費
控
除
の
方
法
が
広
が
り

所
定
の
明
細
書
を
作
成
し
提
出
す

る
場
合
、
領
収
書
の
提
出
が
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
領
収

書
は
５
年
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※

所
得
が
公
的
年
金
な
ど
だ
け
で
、

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
た

い
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
に
関
す
る
ご
注
意

◇
農
業
所
得
の
計
算
方
法

　
「
収
入
」
か
ら
「
経
費
」
を
引

い
て
所
得
を
算
出
す
る
収
支
計
算

に
な
り
ま
す
。
収
入
や
経
費
は
収

支
内
訳
書
の
項
目
ご
と
に
集
計
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
の
際
は

「
農
林
産
物
販
売
金
額
内
訳
書
」
、

補
助
金
や
交
付
金
の
通
知
書
な
ど

収
入
の
分
か
る
も
の
、
通
帳
や
領

収
書
な
ど
農
業
に
関
す
る
経
費
の

分
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

税
務
課
と
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
に
、
収
支
内
訳
書
な
ど

の
作
成
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

◇
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
は

　
譲
渡
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き
や
買

い
換
え
を
し
た
と
き
な
ど
は
、
一

定
の
要
件
の
も
と
に
課
税
の
軽
減

特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
償
却
資
産
の
申
告
も
忘
れ
ず
に

　
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
申
告
書
を
送
付
済
み
で
す
。

未
提
出
の
方
や
申
告
書
が
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
資
産

税
班
（
☎
24―

６
３
０
５
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
「
住
民
税
に
関
す

る
事
項
」
に
ご
記
入
く
だ
さ
い

　
個
人
住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
方
は
、
確
定
申
告
書
第
二

表
の
「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
」

で
、
給
与
や
公
的
年
金
以
外
の
所

得
に
係
る
住
民
税
に
つ
い
て
、
次

の
い
ず
れ
か
の
徴
収
方
法
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
与
か
ら
差
引
き

○
自
分
で
納
付

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
〈
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
〉
の
ご
案
内

　

　
申
告
相
談
で
は
、
次
の
①
〜
③

い
ず
れ
か
の
提
示
に
よ
る
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
身
分
証
明

　
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
さ
れ
た

　
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
身
分
証

　
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

★
所
得
税
に
関
す
る
各
種
情
報
を

確
認
し
た
い
場
合
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
本
荘
税
務
署
（
☎

22―

２
３
３
５
）
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

本
荘
地
域
の
学
童
保
育

来
年
度
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

2

第
１
回
「
市
議
会
定
例
会
」
の

会
期
日
程（
予
定
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す

3

　
就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が

日
中
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
が
対

象
で
す
。

対
象
　
新
山
・
鶴
舞
・
尾
崎
・
子

吉
・
小
友
・
石
沢
小
学
校
の
児
童

実
施
日
と
利
用
料

○
平
日
授
業
終
了
後
　
２
０
０
円

○
土
曜
日
・
学
校
の
休
校
日
・
長

　
期
休
業
期
間
　
５
０
０
円

※

そ
の
他
、
協
力
金
と
冷
暖
房
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

○
保
育
園
在
園
児…

各
園
に
あ
る

　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
各
園

　
に
提
出

○
認
定
こ
ど
も
園
在
園
児…

各
園

　
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

　
指
定
の
ク
ラ
ブ
か
子
育
て
支
援

　
課
に
提
出

○
在
宅
児…

子
育
て
支
援
課
に
あ

　
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指

　
定
の
ク
ラ
ブ
か
子
育
て
支
援
課

　
に
提
出

○
小
学
生…

指
定
の
ク
ラ
ブ
に
あ

　
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
新

　
規
・
継
続
と
も
指
定
の
ク
ラ
ブ

　
に
提
出

申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮

本
荘
地
域
の
学
童
ク
ラ
ブ

○
石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
山
小
）

　
　
　
　
　
　
☎
24―

１
３
４
５

○
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ
（
鶴
舞

　
小
）
　
　
　
☎
28―

５
６
２
５

○
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
（
尾
崎
小
）

　
　
　
　
　
　
☎
28―

５
５
７
０

○
子
吉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
子

　
吉
小
）
　
　
☎
23―

０
１
９
１

○
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
（
小
友
小
）

　
　
　
　
　
　
☎
22―

３
５
３
２

○
石
沢
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
沢
小
）

　
　
　
　
　
　
☎
29―

２
１
０
４

※

（
　
）
内
は
ク
ラ
ブ
が
指
定
す

る
児
童
の
学
校
名
で
す
。

※

新
山
小
・
鶴
舞
小
・
尾
崎
小
の

申
し
込
み
受
け
付
け
は
午
後
の
み

で
す
。

※

本
荘
地
域
以
外
の
学
童
保
育
に

つ
い
て
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
ま
た
は
各
学
童
ク
ラ
ブ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期
　
２
月
15
日
㈮
〜
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
19
日
㈫

○
２
月
15
日
㈮…

本
会
議
（
開
会
、

　
施
政
方
針
、
教
育
方
針
、
議
案

　
の
説
明
）

○
３
月
４
日
㈪…

本
会
議
（
会
派

　
代
表
質
問
、
一
般
質
問
）

○
５
日
㈫…

本
会
議

○
６
日
㈬…

本
会
議
（
一
般
質
問

　
議
案
質
疑
）

○
７
日
㈭
〜
12
日
㈫…

各
委
員
会

○
19
日
㈫…

本
会
議
（
質
疑
、
討

　
論
、
採
決
、
閉
会
）

本
会
議
開
会
時
刻

○
２
月
15
日
㈮
、
３
月
19
日
㈫…

　
10
時

○
３
月
４
日
㈪
、
５
日
㈫
、
６
日

　
㈬…
９
時
半

※

２
月
６
日
㈬
正
午
ま
で
に
受
理

し
た
請
願
・
陳
情
を
今
定
例
会
で

審
議
す
る
予
定
で
す
。

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局

☎
24―

６
３
１
９

ま
た
は
各
学
童
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
０
２

☎
24―

６
３
０
３

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
班 

鳥海山・飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　 　　　 水と命の循環」
【第50回】
秋田の油田地帯と院内油田
秋田大学大学院国際資源学研究科
資源地球科学専攻長
　　大場　司　 教授

　昭和40年代以前のにかほ市巾山丘
陵では、夜には星よりも明るく灯が
ともり、眩い夜景が広がっていまし
た。それは当時稼働していた院内油
田の灯でした。院内油田は大正11年
に上小国集落付近から開発が始ま
り、その後は北側や桂坂集落に開発
が広がりました。しかし平成７年に
は閉山となり、現在は一部が近代化産業遺産として保存されています。
　かつて秋田県は国内有数の油田地帯を抱えていました。明治６年
の秋田市旭川油田の開発の後、明治後期～昭和初期を中心に多くの
油田が開発されました。黒川、豊川、八森、由利、八橋、院内、桂
坂、小滝が当時の油田として挙げられ、中でも院内油田は秋田市の
八橋油田と並ぶ大規模な油田であり、日産量が日本最大だったこと
もあります。昭和30年代まで県内の多くの油田は稼働していました
が、その頃から急速に減退し、多くの油田は閉山しました。
　県内にはわずかながら現在でも採油している油田もあり、秋田市
では住宅地に隣接する油田を見ることができます。一見するとかつ
ての院内油田とはずいぶん違って見えます。ぜひ産業遺産の院内油
田跡と比べてみてください。

秋田市内で稼働する油田

、

まばゆ

、

（
一
般
質
問
）
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７００ＭＨｚ携帯電話基地局からの電波により
テレビに受信障害が起こることがあります

○共済期間
　４月１日～ 2020年３月31日
○加入できる方
　本市に住民登録している方
○共済内容

問　生活環境課　☎２４－６２５４
　　または各総合支所市民サービス課

交
通
災
害

共済内容掛け金

300円
（小学１年
    生は無料）

死亡
後遺障害
入院
通院

100万円
50 ～ 100万円
１日２千円
１日800円

不
慮
の
災
害

700円

死亡 60万円
後遺障害 30 ～ 60万円
入院 １日1100円
通院 対象外

○加入受付場所
　生活環境課、各総合支所市民サービス課・
　出張所、南内越公民館、秋田銀行・北都
　銀行・ゆうちょ銀行・郵便局・羽後信用
　金庫・秋田しんせい農協（ほか一部の県
　内農協）の県内店舗
※詳しくは、受付場所に備え付けの加入申
込書または秋田県市町村総合事務組合ホー
ムページをご覧ください。

ご加入ください！

平成31年度
「交通災害・
不慮の災害共済」
２月１日から受付開始

　携帯電話４社は、近年のスマートフォンの急速な普及に
伴い、つながりにくいエリアやデータ通信速度の低下など
の状況を緩和するため、電波帯域を広げることになりまし
た。　この影響でテレビの映像が乱れる場合があり、その
場合は携帯電話４社による「一般社団法人７００ＭＨｚ利
用推進協会」が無料で作業工事をすることになりました。
詳細についてはコールセンターにお問い合わせください。

問　７００ＭＨｚテレビ受信障害対策コールセンター
　　☎０１２０ー７００ー０１２（受付時間：９時～ 22時）
　　つながらない場合は　☎０５０－３７８６ー０７００（有料）
　　※一般社団法人７００ＭＨｚ利用推進協会のホームページでも詳しい情報をご覧いただけます。

　ナイスアリーナのバスケットゴールは、（独）日本スポー
ツ振興センターからスポーツ振興くじの助成を受けて購
入しました。さっそく
大会や練習で多くの方
が使用し、地域のスポ
ーツ活動が盛り上がっ
ています。

スポーツ振興くじの助成を受けました

試験電波を流します
期間　３月14日㈭以降、４週間
※影響の出る可能性のあるお宅には、２月11日㈪からチラ
　シの投函を行います。チラシが投函されたお宅でも、市
　ケーブルテレビに加入している場合は影響がありません。
※試験電波発射後、テレビの映像に影響が生じた場合は、
　コールセンターに連絡してください。

【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　２月１日㈮※

【鳥海】笹子出張所※

※大内・鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設

〇２月の各館行事カレンダー
出演：つくしんぼ

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

講師：鈴木タキさん

出演：にじ

出演：国境なき話し手

出演：すずめの巣

絵本の読み聞かせほか

絵本の読み聞かせほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

専門家によるビジネスの無料相談

絵本の読み聞かせほか

宇治十帖  光源氏の子供達  巻四十五～五十

大人向けの絵本の読み聞かせほか

外国語による絵本の読み聞かせほか

絵本の読み聞かせほか

おはなしでてこい

おはなし劇場（お話し室）

民話紙芝居

秋田県よろず支援拠点サテライト由利本荘（郷土資料室）

えほんでこんにちは（お話室）

古典講座（研修室）

大人のための絵本タイム（お話室）

ヨミキカセ　ワールドワイド（お話室）

おはなしのへや

由利

中央

由利

中央

中央

中央

中央

中央

出羽

3日㈰

9日㈯

9日㈯

14日㈭

16日㈯

16日㈯

21日㈭

23日㈯

23日㈯

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時半

10時～15時半

10時半～11時半

13時半～15時

18時半～19時10分

10時半～11時半

10時半～11時

（中央）＝中央図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動図書館
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

12日㈫、26日㈫、28日㈭    
４日㈪、11日㈪、12日㈫～15日㈮※蔵書点検、18日㈪、25日㈪
11日㈪   
４日㈪、５日㈫～８日㈮※特別整理期間、12日㈫、18日㈪、25日㈪

〇休館日

担当：秋田企業活性化センタ
ー秋田県よろず支援拠点　毎日いきいきとした生活を送るためには、「か

らだ」だけでなく「こころ」の健康が不可欠です。自
律神経を整え、「からだ」も「こころ」も癒やす方法
について、専門家にお話していただきます。

日時　２月15日（金） 14時～15時
会場　カダーレ研修室２
講師　さとう治療院ゆらり庵　佐藤瑞江さん、
　　　市健康管理課職員
定員　20人（参加無料・要申し込み）
申し込み・問い合わせ
　中央図書館　☎２２－４９００

平成30年度　おとなの社会科9時間目
「こころの健康づくりについて」

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

月 5施設の催事案内
㋕カダーレ  ㋐アクアパル  ○総合体育館  ㋛シーガル  ㋤ナイスアリーナ総

１ 金

2 土

3 日

4 月
5 火
6 水
7 木
8 金

9 土

10 日
11 月
12 火
13 水
14 木
15 金

16 土

17 日
18 月
19 火
20 水
21 木
22 金

土

24 日

25 月
26 火
27 水
28 木

2

3
  2日　由利本荘市社会人フットサル大会　○
  3日　尾崎小学校吹奏楽部　あしたの風コンサート　㋕
  3日　はっぴぃさぁくるフリーマーケット　㋕
  3日　出会いに感謝コンサート　㋐
  6日　認知症カフェ普及・啓発研修　㋕
10日　スターダスト☆レビューライブツアー「還暦少年」　㋕

総

23

第14回由利本荘美術展（～6日）　9時～17時（6日16時まで）　㋕
市民講座　北前船と本荘地区　14時～16時　㋕
第25回全県新人バレーボール大会選抜本荘由利地区予選大会（～3日）　8時～18時　○
カダーレ　Real Classic2019　開場13時、開演13時半　入場料あり　㋕
由利高校吹奏楽部　ウインターコンサート　13時～　㋐
㋐　休館日

清徳幼稚園・清徳保育園発表会　開場9時、開演9時半　㋕
日本酒女子カフェ　10時～15時半　㋕
市民健康ウオーキング教室　13時～16時　㋕
由利本荘市・にかほ市ジュニアフットサル大会（U 1ー0・11・12） （～10日）　8時～17時　○
秋田県シニアフットサル選手権（～10日）　㋤

鶴舞小学校吹奏楽部　第12回はばたきコンサート　14時～　㋐

第4回オープンペアマッチ卓球大会　8時～19時　○

㋕　㋐　○　休館日

由利本荘市スポーツ賞表彰式　15時～　㋐

おとなの社会科9時間目「こころの健康づくりについて」　14時～15時　㋕
第41回由利本荘にかほ地区美術書道展（～17日）　9時～17時（17日15時半まで）　㋕
古典講座　13時半～15時　㋕
由利本荘市ミニバスケットボール新人戦　8時～18時　○
第33回由利本荘クラブ対抗卓球大会（～17日）　㋤

地域ミニデイサービス活動紹介・交流会　開場13時、開会13時半　㋕
㋐　㋤　休館日

由利本荘地区活動力アップセミナー　14時～　㋐

鶴舞小学校6年生を送る音楽会　開場9時半、開演10時　㋕
自然素材で作る工作教室（～24日）　9時半～15時半　㋕
在宅医療・介護に関する地域包括ケア研修会「笑顔の終活にむけて」　13時半～　㋐
ミニバスネクストステージ　（～24日）　8時～18時　○
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～14時半　㋕
新山小学校吹奏楽部　松ぼっくりコンサート　開場13時、開演13時半　㋕
SOMPOボールゲームフェスタ2019　㋤
㋐　○　休館日

㋕　休館日

総

総

総

総

総

総

鳥海山・飛島ジオパーク
Geoキッチン＆カフェ　開催します

　お菓子作りや料理を通して地球の成り立ちや地域のジ
オの恵みについて「おいしく・楽しく・学ぶ」イベントです。
今回は「キッチン火山学」の普及に取り組んでいる林信
太郎さん（秋田大学教授・火山地質学）を講師にお迎え
します。ミニジオ講座と調理の後は、試食をしながらカ
フェ形式で気軽におしゃべりして楽しみましょう。
日時　２月24日㈰　９時半～正午
会場　カダーレ調理創作室
参加費　500円（材料費）
持ち物　エプロン、ハンドタオル
定員　先着20人
申し込み　２月４日㈪から、鳥海山・飛島ジオパーク推
　進協議会事務局　☎６２ー９７７７

総

若者のための研修会「現代の若者の問題を考える
　　　　　　　　   ～ひきこもりの理解と対応～」　13時半～　㋐





　市では市民の健康寿命の延伸に向けた取り組みを進めています。全市民
を対象としていますので、楽しく運動したい方や運動不足を解消したい方は
気軽にご参加ください。※動きやすい服装でお越しください。
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心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 

よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを体験した方やその家族、
関心がある方のためのサロンです。
申し込み不要。
開催日　２月12日㈫
内容・時間　緩和ケア認定看護師　　
　による講話「がんとすごすうえで
　大切なこと」（11時～11時半）、　
　茶話会（13時半～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談
　支援センター（１階新患受付向
　かい）
問　☎２７－１２００（代表）

■こころの相談日
　家族や仕事、子育て、学校生活の
ことなどを臨床心理士とお話できま
す。
開催日　２月22日㈮
時間　９時15分～10時、10時15
　分～11時、11時15分～12時
会場　本荘保健センター
　※１人45分予約制、１日3人まで
申し込み　２月15日㈮まで健康管 
　理課へ

▶▶催し・お知らせ
■湯ったりほのぼの教室
　申し込み不要、参加無料。飲み
物とタオルを持参してください。
開催日　２月28日㈭
内容・時間　健康相談と血圧測定
　（９時半～10時）、みんな一緒に   
　かだーれ体操（10時～11時）
会場　鶴舞温泉　中広間
問　健康管理課

■由利本荘市「若者支援のための研修会」
　どなたでも参加できます。
日時　２月28日㈭　13時半～15時
　半
会場　ボートプラザアクアパル
内容　講演「現代の若者の問題を考
　える～ひきこもりの理解と対応～」
　講師　長信田の森診療クリニッ
　ク　水野淳一郎副院長
申し込み　2月25日㈪まで健康管
　理課へ

■マタニティ栄養教室
　妊娠中も健康的な食事が必要で
す。参加無料。
日時　３月２日㈯　9時半～12時
　（受け付け９時20分から）
会場　本荘保健センター
対象　妊婦および家族の方
内容　市管理栄養士による講話と

　調理実習「妊娠中の食事につい
　て」
持ち物　母子健康手帳、エプロン、
　三角巾
申し込み　２月22日㈮まで健康管
　理課へ

■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、
地域住民など誰でも参加できます。
①ほんじょうゴー！ゴー！カフェ
　会場　南内越公民館（川口字愛
　　宕町192）
　日時　２月８日㈮　13時～16時
　参加料　100円
　内容　「歯の健康」
　問　松本さん　
　　☎２３－５６６０
　　※送迎相談可
②展望カフェ「わかば」
　会場　サービス付き高齢者向け
　　住宅わかば（石脇字田尻野８
　　－３）
　日時　２月16日㈯　13時半～　
　　16時半
　参加料　無料
　内容　「水分摂取で良い事いっぱ
　　い」
　問　木内さん　
　　☎７４－３０１３

【持ち物】 保険証、お薬手帳

　　本荘由利広域休日応急診
　　療所（☎24-3917）、平日
　　は健康管理課

診療時間：10時～16時
受付時間：10時～11時半
　　　　　13時～15時半

※当番医師は変更になる場合があります

内科・小児科
休日応急診療所 ２月の予定当番医師 ＜敬称略＞

 ３日㈰　佐藤　利秋
10日㈰　木村　　元
11日㈪　三浦　　肇
17日㈰　北島　正一
24日㈰　前原巳知夫

【本荘地域】
インターバル速歩実践会
　インストラクターの進行で行います。
　※事前登録が必要です。
開催日　２月６日、13日、20日、27日
　※全て水曜日
時間　10時～11時
会場　ナイスアリーナ
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
問　健康管理課

【東由利地域】
リフレッシュ教室（第６回）
日時　２月18日㈪　13時～15時
会場　東由利総合支所
講師　シニアヨガインストラクター
　　　齋藤真弓さん
内容　血圧測定、講話と実技
持ち物　室内用の靴、飲み物、タオル
申し込み　東由利総合支所市民サ
　ービス課　☎６９－２１１７

のばそう！健康寿命！　

由利本荘市自殺対策計画（素案）に係る
　　　　意見募集（パブリックコメント）を実施します　

　厚生労働省では自殺基本法により「誰も自殺に追い込まれることのな
い社会」の実現を目指し、地域レベルでの実践的な自殺対策を推進して
います。
　市でもこのたび「由利本荘市自殺対策計画」の策定を計画しています。
つきましては、計画（素案）の閲覧を次のとおり行いますので、計画に対す
る意見をお寄せください。

閲覧場所　健康管理課および市ホームページ
閲覧・意見募集期間　２月１日㈮～２月28日㈭
意見提出方法　郵送、持参または電子メール（住所、氏名、電話番号を明記 
　してください）
問い合わせ・提出先　健康管理課（瓦谷地１）　
　　　　　　　　　 メール：kenko@city.yurihonjo.lg.jp

～ご協力ください～

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

実施場所受付時間実施日

12日㈫
9:45 ～ 10:45 廣瀬産業㈱

21日㈭

14:00 ～ 16:00 小林工業㈱

25日㈪

10:00 ～ 11:30

9:45 ～ 11:45

西目総合支所

ＪＡ秋田しんせい本店

実施日 対象地域 事　業　名 対　　象　　者 受付時間 実施場所

４日(月) 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成28年11月生まれ 本荘保健センター

由利・東由利・
矢島・鳥海

平成28年７月・８月・９月生まれ 善隣館

岩城・大内 岩城保健センター

平成30年４月生まれ 12:30 ～13:30

14日(木)

本荘・西目

４カ月児健診

平成29年７月生まれ 12:30 ～13:30

本荘保健センター

全地域

１歳６カ月児健診

平成30年10月生まれ 12:30 ～13:30

本荘保健センター

26日(火) 本荘保健センター

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください

○７カ月児健診は、個別健診となります

○事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください

○当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

月 乳幼児健診2

12:30 ～13:30

13:00 ～13:15

13:00 ～13:15

10カ月児健診19日(火)

平成29年５月・６月・７月生まれ１歳６カ月児健診

全地域

７日(木)

21日(木)

本荘・西目 ３歳児健診 平成27年８月生まれ 12:30 ～13:30

本荘保健センター

２歳児歯科健診６日(水)

　提出しましたか？

「検診・人間ドック申込み調査」

　本紙１月15日号と同時に平成31年
度に市が実施する「検診・人間ドック」
の申込み調査用紙を配布しています。
　受診を希望する方は調査用紙に記
入のうえ同時に配付している返信用封
筒（切手不要）で返信してください。

※当初期限を1月31日としていました
が、２月７日まで受け付けます。

問　健康管理課

風しん抗体検査・予防接種費用
助成制度を利用ください

　風しんは、特に妊娠初期に感染すると新生児に難聴や白
内障、心疾患などの「先天性風しん症候群」を発症する恐れ
があります。
　女性が安心して妊娠・出産を迎えるために、県と市では風
しん抗体検査と予防接種費用を助成しています。

【風しん抗体検査】　－秋田県助成事業ー
期　間　３月31日（日）
対象者　①妊娠を希望する女性
　　　　②①の配偶者および抗体価が低い妊婦の配偶者※

　　　　    ※事実上婚姻関係と同様の事情にある人を含む。
　　　　◆過去に抗体検査を受けた方、風しんの予防接種
　　　　　歴および既往歴がある方は対象外です。

【風しん予防接種】　－由利本荘市助成事業－
対象者　①市に住所登録のある20～49歳の男女
　　　　②妊娠を希望する女性およびそのパートナー
　　　　③風しん抗体検査でワクチン接種を推奨された方
　　　　◆上記全ての条件を満たさない方、またはすでに
　　　　　２回予防接種している方、平成25年度からの市
　　　　　の助成を受けている方は対象外です。

※助成額などの詳細は本紙12月15日号をご覧いただくか、
健康管理課へお問い合わせください。

問

２月 献血日程
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きまま め

ちょっとひといき ……

〈12月29日～１月15日受け付け分〉

〈12月29日～１月15日受け付け分〉
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、 出張所）にお申し出ください。

村上　米雄さん

佐藤　忠剛さん

金子　勇人さん

能登屋テイ子さん

石川　諒子さん

小野　淳一さん

今野　マサさん

金子　フミさん

小松タヱ子さん

大場　隆一さん

佐々木　晳さん

佐藤　かのさん

齋藤　　保さん

（川口・64歳）

（藤崎・91歳）

（鳥田目・57歳）

（大浦・91歳）

（石脇・84歳）

（親川・84歳）

（藤崎・86歳）

（大鍬町・86歳）

（赤沼下・86歳）

（上野・80歳）

（御門・85歳）

（薬師堂・87歳）

（薬師堂・69歳）

（岩城亀田大町・93歳）

（岩城上蛇田・68歳）

（岩城道川・88歳）

（岩城勝手・71歳）

（岩城二古・90歳）

（岩城亀田大町・83歳）

（岩城勝手・82歳）

（吉沢・54歳）

（前郷・87歳）

（川西・79歳）

（小菅野・81歳）

（吉沢・97歳）

（川西・83歳）

（中田代・92歳）

（新田・94歳）

（岩谷麓・88歳）

（葛岡・68歳）

伊東　髙子さん

須藤　正一さん

有馬　玲子さん

谷口　きよさん

福田　家就さん

鈴木ハル子さん

柴田　鐡夫さん

宮本　テルさん

佐藤　博紀さん

土田　正平さん

三浦金一郎さん

佐藤　昭一さん

前川ミナヱさん

（藤崎・86歳）

（大鍬町・64歳）

（石脇・82歳）

（石脇・92歳）

（石脇・88歳）

（水林・90歳）

（矢島町元町・69歳）

（矢島町矢島町・85歳）

（矢島町立石・58歳）

（矢島町荒沢・95歳）

（矢島町木在・88歳）

（矢島町元町・81歳）

（岩城福俣・90歳）

須田　ソノさん

工藤　朝子さん

今野　ヒナさん

大門　　融さん

堀井　憲二さん

竹内善治郎さん

齋藤　哲夫さん

畠山くみ子さん

渡部　恭二さん

三浦　章一さん

渡部　カノさん

佐藤　ミキさん

板垣　勝夫さん

近藤　キミさん

佐々木エスさん

菊地　　伊さん

堀川　　健さん

畠山ツヤ子さん

堀　　光子さん

佐々木マサヱさん

佐々木キヨヱさん

齊藤カネヨさん

蒲野　賢一さん

小野爲四郎さん

池部　玉吉さん

畠山　俊雄さん

髙沢己一郎さん

小松　憲司さん

八嶋フミ子さん

佐々木金一郎さん

伊庭　ハルさん

佐藤　フミさん

（中田代・88歳）

（岩谷町・85歳）

（羽広・101歳）

（小栗山・102歳）

（大倉沢・80歳）

（岩谷町・88歳）

（東由利老方・89歳）

（東由利黒渕・92歳）

（東由利老方・78歳）

（東由利黒渕・89歳）

（東由利舘合・68歳）

（東由利黒渕・66歳）

（西目町海士剝・90歳）

（西目町沼田・98歳）

（鳥海町栗沢・79歳）

伊藤　修一さん（旧大内町功労者・大内三川）

　１月５日永眠されました。昭和39年から旧大内村、旧大
内町の議会議員を務め、昭和56年から平成元年までは議長
として行政の発展に尽力されました。昭和49年大内町自治
功労。平成21年旭日双光章。86歳。

真坂有希也ちゃん（拓也さん）大鍬町

江越　　樂ちゃん（  輝  さん）一番堰

櫻山　心結ちゃん（裕次さん）土谷

小助川怜奈ちゃん（拓己さん）西小人町

ゆきや

　　　  がく

      ゆい

      れいな

村上　愛莉ちゃん（正幸さん）石脇

三浦　陸来ちゃん（大明さん）薬師堂

熊谷　直士ちゃん（直人さん）表尾崎

佐藤希音里ちゃん（浩太さん）蟹沢

あいり

りく

なおし

まおり       

  

佐々木洸弥ちゃん（  淳  さん）赤沼下

鈴木　優真ちゃん（章弘さん）川口

佐藤　里帆ちゃん（  卓  さん）八幡下

須藤　瑠璃ちゃん（  誠  さん）西目町沼田

こうや

ゆうま

りほ

るり

消費者の
困ったことに
耳を傾け
解決に導く

ＰＲＥＳＴＩＧＥ

I NTERNATIONAL

広告おかげさまで16周年

ペット霊園　火葬・納骨・葬儀
ご利用料金　納骨　8,000 円～

お迎え、お届け、お任せ等も承っています。
霊園事務所  :  由利本荘市西目町海士剥字北沢 45
0184-22-6013 受付 : 8 :30〜17:30 （年中無休）

URL : http://pet.jodweb.net/

ひまわりの丘
ペット霊園

～本荘水林～

会社説明会にいらっしゃいませんか？
①２/６(水) 16-18時  北都銀行本荘石脇支店(イオンスーパセンター本荘店内)
②２/９(土) 13-16時  北都銀行本荘石脇支店(イオンスーパセンター本荘店内)
③２/13(水) 14時～　ハローワーク本荘

予約不要

　 

「
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◆
地
球
温
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が
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に
な
っ

て
い
る
と
は
い
え
、
暖
冬
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
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。
今

年
は
雪
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そ
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だ
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助
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◆
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女
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わ
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こ
れ
か
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さ
ま
ざ
ま
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面
的
な
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題
が

掲
載
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と
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。
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域
）

～「新山神社裸まいり」の写真を集めました！～EVENT  SNAP
（関連記事 9㌻）

寒さに負けず「ジョヤサ！ジョヤサ！」

見物客からも歓声が上がりました

子どもたちも頑張りました！


